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尋-exp(-i誓 )4, heR-孟+ V一字 一考 (3･6)
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Fig.2.数値計算の結果
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6 まとめ
我々は今回､散逸の効果を現象論的に考慮したefectiveハミルトニアンに対する､
Nelson流量子力学の拡張を行いトンネル時間に対する散逸の影響を調べた｡透過確
率は散逸の効果で′Jこさくなり､直観的な理解と一致するのに対しトンネル時間はむ
しろ素早く障壁を通り抜ける傾向が見られ､必ずしも直観的な理解とは一致しない｡
これは､時間順方向の言葉で説明すれば､長い時間ポテンシャル領域にとどまって
いる確率変数は､光学ポテンシャルにより吸収され最終的な透過アンサンブルには
含まれず､Passingtinleの平均に寄与しないためであると考えられる｡
採用した'efectiveハミルトニアンの有効な範囲は散逸の効果が非常に小さいとこ
ろであると考えられ､より一般的な散逸現象についての考察は必要であるが､研究
を進めることにより､散逸とトンわ し時間の関係について､少なくとも衰性的な傾
向を示すことができる､と考えている.,
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